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１）�農業委員と農地利用最適化�
推進委員の役割

（１）農地の有効利用
農地を守り、活かすための取り組みです。…
第２章参照
◦�農地の権利移動や転用に関する事務を行っ
ています。
◦�農地パトロール（農地の利用状況調査）や
遊休農地所有者への意向把握等により遊休
農地の発生防止や解消を行っています。
◦�農地の利用調整やマッチングを行ってい
ます。
◦�地域計画の策定に向けた話し合いや、農地
バンクの利用を促しています。
◦�農地台帳と地図情報を整備、電子化し、農
地の有効利用に役立てています。

（２）担い手の育成
農業経営者の支援の取り組みです。…第３章
参照
◦�複式農業簿記、青色申告、家族経営協定、
農業経営の法人化など、経営の確立に向け
た支援を行うとともに経営者の組織化を推
進しています。
◦�新規就農希望者や農業法人への就職相談の
ほか、企業等の農業参入支援など、新たな
農業の担い手確保対策を推進しています。
◦�農業者の老後生活の安定のための農業者年
金への加入を推進しています。

（３）行政機関等への意見の提出
農業者や地域の声をくみ上げ、実現する取り

組みです。
◦�認定農業者をはじめとする地域の農業者と
の意見交換会を通じて、農業・農村現場の
意向をくみ上げ、農政に反映させるための
意見の提出等を行っています。

（４）地域に根ざした活動
食と農の国民理解、地産地消の取り組みです。
◦�農業振興や地域活性化に向けたさまざまな
活動に参画しています。
◦�耕作放棄地を活用した市民参加のイベント
開催、学校給食への地場産農産物の活用等
の地産地消への取り組み、学童農園等での
指導など食農教育に取り組んでいます。

（５）農業に関する情報提供
農業者の経営と暮らしを応援する情報提供の
取り組みです。…126 頁参照
◦�全国農業新聞、農業委員会だより、全国農
業図書などを通じて、農業者の経営と暮ら
しを応援する的確な情報を提供しています。
◦�国の支援制度など農業経営に役立つ情報を
紹介しています。
◦�農業・農村の実態を的確に把握するため、
農地や農業経営に関する調査活動を行っ
ています。

２）農地利用の最適化

多岐に渡る農業委員会業務の中で最も期待さ
れていることが農地利用の最適化です。農地利
用の最適化とは、①担い手への農地の集積・集
約化、②遊休農地の発生防止・解消、③新規参

11 農業委員・推進委員の役割農業委員・推進委員の役割
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第
１
章

入の促進――の取り組みにより、「耕されてい
る農地を耕せるうちに、耕せる人に繋いでいく」
ことを目指すものです。
農地利用の最適化の主な活動は以下の３つ
です。

（１）担い手への農地の集積・集約化
◦�農地所有者・担い手の意向把握（農家への
声掛け）
◦�集落座談会等の話し合いへの参加
◦�農地のあっせん
◦�農地の利用調整・マッチング

（２）遊休農地の発生防止・解消
◦�農地パトロール（農地の見守り）
◦�利用状況調査
◦�利用意向調査

（３）新規参入の促進
◦�就農希望者・参入希望企業の相談対応
◦�就農希望者・参入希望企業への農地のあっ
せん

農地利用の最適化を実現するための活動（最
適化活動）も多岐に及びます。最適化活動の多
くは、農業委員・推進委員の日々の営農や暮ら
しとともに行われています。代表的なものは
「農地の見守り」と「農家への声掛け」です。
農地の見守りは農地利用の状況把握、農家への
声掛けは今後の営農意向や後継者の状況把握に
繋がっています。こうした状況把握は、地域を
よく知り、地域からも知られている委員にしか
できません。家から一歩外に出れば、今後の地
域農業を考えるための情報が多く存在していま
す。「農地と人」の情報は何よりも大切だとい
う意識を持って、農地の見守りや農家への声掛
けに取り組んでください。

３）活動記録の実施

（１）情報の共有
農地の見守りや農家への声掛けは実施して終
わりではありません。ここで得た情報を農業委
員会の全員で共有しなければなりません。農業
委員会事務局は農家の悩みを解決する手段や支
援制度を知っているかもしれません。他の地区
を担当する委員は規模拡大したい担い手を知っ
ているかもしれません。各委員が知った情報を
次の段階に繋げるためには情報共有が不可欠な
のです。
そのため、各委員が取り組んだ活動やそこで
得た情報は必ず活動記録簿に記帳してくださ
い。記録簿の全ての項目が埋まらなくても構い
ませんし、きれいに書くことが目的でもありま
せん。大切なことは、活動したこと、分かった
ことを記録簿に残し、農業委員会で共有するこ
とです。

（２）毎日の記帳
活動記録簿はできるだけ毎日記帳するように
してください。月に１回等とまとめて記帳しよ
うとすると、活動した内容を忘れてしまいます。
晩酌時や寝る前、風呂上がり等、記帳するタイ
ミングを決めて、実施した活動、把握した情報
を毎日書くことを習慣づけましょう。
どのように書けばよいか分からない場合や記
帳方法に迷う場合は、早めに事務局に相談して
ください。書くのを先延ばしにすると、書くの
がどんどん面倒になるので、“活動記録の５か
条（まみむめも）（９頁参照）”を忘れないよう
にしてください。どうしても記帳の時間が取れ
ない場合は、活動内容を手帳やノートにメモす
る等して忘れないための工夫をしましょう。
なお、日常活動も含めて農業委員・推進委員
として知り得た情報は農業委員会法に規定され
る「職務上知り得た秘密」に該当し、秘密保持
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